
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日
受
領

答
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四

八

号

内
閣
衆
質
一
六
八
第
三
四
八
号

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

町

村

�

孝

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
公
的
年
金
の
脱
退
手
当
金
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
公
的
年
金
の
脱
退
手
当
金
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

社
会
保
険
審
査
会
で
把
握
し
て
い
る
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
日
ま
で
の
社
会
保
険
審
査
会
に

対
す
る
再
審
査
請
求
及
び
審
査
請
求
の
受
付
件
数
は
、
五
千
六
百
七
十
二
件
で
あ
る
。
年
度
別
の
受
付
件
数
は
、
平
成
十
年

度
は
二
百
七
十
件
、
平
成
十
一
年
度
は
三
百
六
十
八
件
、
平
成
十
二
年
度
は
三
百
四
十
八
件
、
平
成
十
三
年
度
は
三
百
五
十

三
件
、
平
成
十
四
年
度
は
五
百
四
件
、
平
成
十
五
年
度
は
六
百
五
十
件
、
平
成
十
六
年
度
は
七
百
二
十
八
件
、
平
成
十
七
年

度
は
七
百
六
十
八
件
、
平
成
十
八
年
度
は
八
百
八
十
二
件
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
十
二
月
二
十
日
現
在
ま
で
は
八
百

一
件
で
あ
る
が
、
脱
退
手
当
金
に
関
す
る
受
付
件
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
国
家
公
務
員
共
済
年
金
及
び
地
方
公
務
員
共
済
年
金
に
係
る
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
審
査
会
で
は
取

り
扱
っ
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

社
会
保
険
審
査
会
に
年
金
給
付
関
係
で
再
審
査
請
求
さ
れ
る
事
案
の
中
に
は
、
社
会
保
険
庁
に
は
申
立
人
に
脱
退
手
当
金

を
支
給
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
立
人
は
こ
れ
を
受
給
し
て
い
な
い
と
申
し
立
て
て
い
る
も
の
等
が

一



あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
分
類
し
た
整
理
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

社
会
保
険
審
査
会
に
お
け
る
裁
決
に
は
、
再
審
査
請
求
を
容
認
す
る
も
の
と
棄
却
又
は
却
下
す
る
も
の
の
い
ず
れ
も
が
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
事
情
を
勘
案
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

年
金
記
録
確
認
中
央
第
三
者
委
員
会
（
以
下
「
中
央
委
員
会
」
と
い
う
。
）
へ
の
申
立
件
数
は
、
平
成
十
九
年
六
月
二
十

二
日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
で
、
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
保
険
と
を
合
わ
せ
て
、
三
百
十
八
件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
厚

生
年
金
保
険
の
脱
退
手
当
金
に
関
す
る
件
数
は
、
十
一
件
で
あ
る
。
ま
た
、
全
受
付
件
数
に
占
め
る
厚
生
年
金
保
険
の
脱
退

手
当
金
に
関
す
る
件
数
の
割
合
は
、
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
な
お
、
国
家
公
務
員
共
済
年
金
及
び
地
方
公
務
員
共
済

年
金
に
関
し
て
は
、
年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
で
は
取
り
扱
っ
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

二



厚
生
年
金
保
険
の
脱
退
手
当
金
に
関
す
る
申
立
事
案
は
、
い
ず
れ
も
社
会
保
険
庁
に
は
申
立
人
に
脱
退
手
当
金
を
支
給
し

た
と
い
う
記
録
は
あ
る
が
、
申
立
人
は
こ
れ
を
受
給
し
て
い
な
い
と
申
し
立
て
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

厚
生
年
金
保
険
の
脱
退
手
当
金
に
関
す
る
申
立
事
案
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
中
央
委
員
会
の
審
議
の
結
果
が
出
さ
れ

た
も
の
は
な
く
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

厚
生
年
金
保
険
の
脱
退
手
当
金
に
関
す
る
申
立
事
案
は
、
社
会
保
険
庁
に
は
支
給
を
証
明
す
る
支
給
時
の
資
料
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
申
立
人
に
は
受
給
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
が
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
申
立
人
が
受
給
し
て
い
な

い
と
い
う
証
明
は
、
非
常
に
難
し
い
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
中
央
委
員
会
で
は
、
申
立
人
の
脱
退
手
当
金
の
受
給
の
有
無
を
公
正
に
判
断
す
る
た
め
、
申
立
人
及
び
社
会
保
険

庁
か
ら
の
事
情
の
聴
取
と
関
連
資
料
の
収
集
等
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
保
険
審
査
会
に
お
け
る
事
例
を
参
考
に
し
、
年
金

記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
に
お
い
て
判
断
を
行
う
た
め
の
調
査
審
議
の
方
法
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
何
が
必
要
か
は
判
明
し
て
い
な
い
。

三



八
に
つ
い
て

厚
生
年
金
の
脱
退
手
当
金
は
、
厚
生
年
金
保
険
制
度
の
発
足
時
に
、
保
険
料
の
掛
け
捨
て
を
嫌
う
国
民
感
情
に
配
慮
す
る

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
保
険
者
の
う
ち
、
加
入
期
間
が
短
く
、
年
金
給
付
の
受
給
権
が
発
生
し
な
い
者
に
対
し
、
請

求
に
基
づ
き
、
拠
出
し
た
保
険
料
の
一
部
に
相
当
す
る
金
額
を
一
時
金
と
し
て
支
給
す
る
制
度
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
当
該
制
度
は
、
昭
和
六
十
年
の
年
金
制
度
改
正
に
お
い
て
基
礎
年
金
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
に
伴
い
廃
止
さ

れ
、
現
在
は
経
過
措
置
と
し
て
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
限
り
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
年
金
に

お
い
て
は
、
一
度
受
給
し
た
脱
退
手
当
金
を
返
還
し
て
年
金
額
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
本

人
の
選
択
に
よ
り
、
脱
退
手
当
金
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
こ
れ
に
よ
り
当
該
被
保
険
者
の
将
来
の
年
金
原
資
は
無
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。

こ
れ
に
対
し
、
共
済
年
金
に
お
い
て
は
、
公
務
員
退
職
時
に
退
職
年
金
の
受
給
権
を
有
し
な
い
者
に
対
し
て
、
年
金
原
資

の
一
部
を
留
保
し
た
後
の
残
額
を
退
職
一
時
金
と
し
て
退
職
し
た
時
点
で
支
給
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
再
就
職
し
て
退
職
し
、

組
合
員
期
間
を
通
算
す
れ
ば
年
金
の
受
給
要
件
を
満
た
す
こ
と
と
な
る
場
合
は
、
当
該
退
職
一
時
金
の
額
に
利
息
を
付
し
た

額
を
一
律
に
返
還
さ
せ
た
上
で
年
金
を
支
給
す
る
仕
組
み
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
、
退
職
一
時
金
を
受
け
た
者

四



が
そ
の
後
に
退
職
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
と
き
は
重
複
受
給
を
避
け
る
た
め
に
年
金
額
か
ら
一
定
の
率
を
乗
じ
て
得
た

額
を
控
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
年
金
の
受
給
期
間
の
長
期
化
等
を
踏
ま
え
て
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
創

設
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

五


